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１．はじめに
　本学の学生は、非常に多様性に富んでいる。こ
の多様性は、学力と学習意欲の両面から観察する
必要がある。学力に関する対策は当然必要である
が、学習意欲に関する対策も、重要である。しか
もこの様な状況の継続が予測される今日、カリ
キュラム等を含んだ対応策の検討が望まれる。
　このレポートは、教科目「コンピュータ概論」
に関する学生のアンケート調査結果に基づくもの
である。この結果は、平成 22 年度（以後H22）
と平成 23 年度（以後H23）とを比較したもので
あるが、H23 を中心に述べる。
　今回も受講生の状況を把握するために、昨年と
同じ内容でアンケート調査を実施した。このレ
ポートでは、実施したアンケート調査結果の一部を
紹介すると共にこの結果に基づく考察をも述べる。
２．授業内容の概略
　この授業は、家政学科３学年対象の選択２単位
（通年）の演習科目である。ただし、高等学校一
種免許（家庭）に関する必修科目である。
　この科目の具体的な講義内容は、ほとんど昨年
と同じであるが、受講生の理解を深める目的で、
演習内容の説明を丁寧に行った。初心者でも演習
書で示すように実行すると必ず成功するように、
演習書を改良した。この演習書の改良が、アン
ケートの高評価に結びついたと思っている。受講
生に支持された演習書の具体例を図－12 ～ 18 に
示す。
　教科目「コンピュータ概論」の演習授業内容を
具体的に示すと以下（①～⑦）であるが、③・
④・⑤に重点を置いている。
①　コンピュータに関するソフトとハードの概
略・歴史等の講義
②　情報・マルチメディア・映像・色空間（RGB）
等の講義
③　パワーポイントを利用したプレゼンテーショ
ンの演習
④　エクセルのマクロ＆VBAの演習
⑤　発表技法についての指導
⑥　課題に関するプレゼンテーション
３．アンケート調査結果
　昨年と同じように、前期の最終講義日に発表者
全員を対象としてアンケート調査を実施した。実
施したアンケート項目は、22 問である。そのう
ちの 17 問は、授業関連の事項であり、残り５問
は、入学前の学習状況・履歴に関する事項ならび
にパソコン所持または購入予定等の事項である。
　このアンケートは、５段階評価で調査してお
教科目「コンピュータ概論」に関する考察Ⅲ
― 前年度との比較を中心にして ―
126 尾　　﨑　　康　　弘
　Ｑ７「学習すると疲れるか」の問についての評
価は、H23 は 3.1 であり、H22 は 2.5 である。こ
の数値によると受講による疲労感は強く、勉学に
慣れていない受講生が多いと言える。図－３のグ
ラフより、全体的に疲れる受講生が多いことが分
かる。しかし、H23はH22より「学習して疲れる」
学生が減少している。これは、図－３のモードの
比較からも明らかである。
り、肯定意見のときに数値が高くなるように設定
されている。また、ここでは主としてH22 とH23
の結果をグラフで示し、その２グラフの比較によ
り判明することを述べる。
　３.１　学習・学習内容の理解
　Ｑ１「学習内容は理解できたか」の問について
の評価は、H23 の平均点は 3.9 であり、H22 は 3.2
である。H23 は、学習課題の理解十分と言える。
しかも、図－１のグラフによると、H23 のモード
は４であり、H22 のモードは３である。このこと
からも、H23 は学習内容を理解した受講生の多い
ことが判る。
　演習書の改良と課題提出を完成するまで延期さ
せたことが受講生の理解力を引き上げたと思って
いる。
　Ｑ２「学習内容に興味・関心が持てたか」の問
についての評価は、H23 の平均点は 4.2 であり、
H22 は 3.5 である。図－２より分かるように、
H23 は、大部分の受講生が関心を持っていた。こ
の教科目に関心を持てない受講生がH22 に比較
して、大幅に減少したことが分かる。興味と関心
は一部の受講生を除いて十分に喚起されたようで
ある。演習時間内に受講生個々に対応したことが
この効果をもたらしたと思っている。
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図－１　Ｑ１のデ－タ分布
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図－３　Ｑ７のデ－タ分布
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 　Ｑ９「学習は面白かったか」の問についての
評価は、H23 は 4.1 であり、H22 は 3.7 である。
このことから学習を面白いと感じた受講生が大多
数であることが分かる。H23 では、学習が面白い
と答えた受講生が、実に 80％にも上った。これ
は、図－４のデータ分布によっても確実に裏付け
られる。特に、学習が面白くなかったという受講
生が一人もいなかったことに注目している。
 
　３.２　自らの努力その他
　Ｑ５「ワード・パワーポイント・インターネッ
トなどに関する技術は向上したか」の問について
の評価に関する平均点は、H23 は 4.4 であり、
H22 は 3.5 である。全体として、確実に技術力の
向上が見られる。ここで、Ｑ５のデータ分析を示
した図－５を視てみると、両年度ともモードは４
である。このことより、両年度とも全受講生の技
術が向上していることが分かる。詳細に視ると
H22 では、１～５までに評価が分布しているが、
H23 では、評価分布が４～５である。受講生全員
が自分の技術向上を認めていることが判る。これ
は、特筆すべきことである。
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図－４　Ｑ９のデ－タ分布
　Ｑ１１「予習・復習をしたか」の問についての
評価は、H23 が 3.7 であり、H22 は 2.5 である。
アンケート調査結果のデータ分析を図－６に示
す。これを視ると、H23 はH22 に比べて予習復
習をしない受講生が大幅に減少している。データ
のモードを比較するとH23 は４で、H22 は２で
ある。このことからも、H23 では、予習復習をす
る学生の割合が多くなっていることが分かる。こ
のことは、演習書の効果だと思っている。
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図－５　Ｑ５のデ－タ分析
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図－６　Ｑ１１のデ－タ分布
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　Ｑ１３「レポート提出へ努力したか」の問につ
いての評価は、H23 が 4.5 であり、H22 は 4.3 で
ある。これによると授業時の課題提出には、両年
度とも受講生は努力している。H23 の状況は、図
－７からも明らかであるが、６割の受講生が５の
評価である。しかも、努力しなかったと回答した
受講生が０であった。
 
　Ｑ１５「出席状況はどうか」の問についての評
価は、H23 とH22 が 4.5 である。両年度とも出席
状況は、非常に良いことが分かる。H23 の状況
は、図－８のデータ分析より明らかに分かる。ほ
とんどの受講生が休まないで出席している。この
状況は、H22 でも同じことが言える。
 
　Ｑ１７「授業以外にパソコン実習室などを利用
したか」の問についての評価は、H23 が 4.8 で
H22 が 4.4 である。両年度共に、授業以外でパソ
コン実習室を利用している学生が多いことを示し
ている。これは、図－９からも裏付けられる。特
に、H23 で顕著である。
 
　３.３　学習以外のこと
　本学の学生は、多様性に富む人材が集まってい
る。学習能力はもとより、勉学意欲の面でも多様
性に富んでいる。このような学生に対して演習授
業を実施する際には、学力別クラス編成やＴＡと
しての有能な学生の活用などが学習指導に有効と
思われる。
　「パソコンを自分で持っているか」の問につい
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図－７　Ｑ１３のデ－タ分析
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図－８　Ｑ１５のデ－タ分析
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図－９　Ｑ１７のデ－タ分析
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ては、H22 が 83％・H23 が 87％の割合で自分専
用パソコンを持っていると答えている。このこと
より、大多数がパソコンを持っているが、パソコ
ンを持たない学生がいるということを考慮するべ
きである。
　「入学前にインターネットの経験があるか」の
問には、各年度とも 100％の学生が経験している
と答えている。インターネットは、大部分の学生
が経験していると思って良い。当然のことである
が、経験に大きな差があることに注意を払う必要
がある。
４．アンケ－ト調査結果による考察
　アンケートの質問でコメントした問をレーダー
図（図－10～図－11）で示した。このことを個々
に視ていくことにする。図－10 は、H23 のアン
ケート調査結果を示している。このグラフを見る
と全体的には、バランスが取れているようであ
る。しかし、Ｑ７が目立って低いことに注意すべ
きである。勉学に不慣れでしかも大学以外では勉
学をしないという学生が多いと言うことである。
Ｑ１１も低いが、これは、予習復習をしている学
生が少ないということである。図－11 は、H23
とH22 とのアンケート調査結果の比較を示した
ものである。これを見ると相対的にH23 の方が
高い評価であることが分かる。しかも、Ｑ７とＱ
１１が改善していることが分かる。特に、Ｑ１１
については、大幅に改善した。
　予習復習する受講生が増加したのである。
　これらのことを詳細に見ると以下である。
①　理解不十分な受講生が、減少した。
②　学習すると疲れる受講生が減少した。
③　予習復習をする受講生が増加した。
　このように多様性に富む学生が同じ授業を受け
ているが、演習書の効果が大きいことが分かった。
　演習書の効果はあるが、それ以外の対策も講じ
る必要があるであろう。その一つが能力別クラス
編成の実施とTAの活用であろう。
 
５．おわりに
　H23 とH22 のアンケート調査を実施してその
結果をデータとして考察した。その結果について
は、学内の議論が必要であろう。しかし、この授
業については、以下のことが言える。
①　「コンピュータ概論」は受講生にとって有効
な授業であった。
②　受講生の情報技術力が向上した。
③　受講生は、演習を含む実践的な授業を好む。
④　受講生の出席状況は良い。
⑤　学習習慣が身についていない受講生が多い。
⑥　理系の科目が苦手な受講生が多い。
　このような問題を踏まえ、今後の大学での教育
内容を考察すると高校時代の情報教育に差がある
学生の入学により、適切な教育方法が必要になる
ことは明らかである。
　先にも触れたが、本学の学生は、多様性に富ん
でいる。特に、勉学意欲に関する多様性は、重大
である。このことを十分に考慮をしたカリキュラ
ムを考案する必要がある。このような学生に対す
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図－11　H.23 と H.22 との比較
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る教育方法の一つとして、基礎学力を必要とする
教科目については、グレード別教育方法の導入が
上げられる。このときには、十分な知識と技術を
有する学生の活用も考えられる。
　なお、我々はこれからもアンケート調査を継続
し、学生の動向を探るために活用するつもりであ
る。また、このアンケート調査結果を基にして、
より良い教育指導方法を探求することにしている。
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